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であったことを示す。超越的存在の直感の言語化 し得ない体験に繰 り返 し立ち返 りつっ、
それの言語化を常に試みるという内在的な緊張や矛盾を含む営為 こそが、井筒の一生涯に
わたる学的関心の中核にあり、イスラーム思想史叙述もその関心の延長線上にあった。
1.井 筒俊 彦 の主要 著 作
まず井筒俊彦の著作の全体像を示 しておこう。井筒の主要著作は、大略下記の種別に分
類するのが適当だろう。
1.意 味論 をめ ぐる西欧言語 によ る著作
2.コ ー ラ ンの翻訳
3.コ ー ラ ンとムハ ンマ ドをめ ぐる解釈
4.イ スラーム思想 史
5.比 較宗 教哲 学
1.意 味 論 を め ぐ る 西 欧 言 語 に よ る著 作
LanguageandMagic:StudiesintheMagicalFunctionofSpeech,1955
TheStructureoftheEthicalTer〃zsintheKoYan(1959)日本 語 訳 『意 味 の 構 造 コ ー ラ ン
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2.コ ーランの翻訳
(1)『 コーラン』(上 ・中 ・下)岩 波書店(岩 波文庫)、1957-58年
(2)『 コーラン』(上 ・中 ・下)改 訳、岩 波書店(岩 波文庫)、1964年
3.コ ーラン とムハンマ ドをめ ぐる解釈
(1)『 マホメ ッ ト』弘文堂、1952年(著 者名 表記は 「井筒利彦」)
(2)『 イスラーム生誕』人文書院、1979年((1)の 増補改訂版)
(3)『 マホメ ッ ト』講談社 学術文庫 、1989年((1)(2)の再改訂版)
(4)『 コーランを読む』岩 波書店 、1983年(岩 波セ ミナー ブ ックス1)
4.イ スラーム思想 史
(1)『 アラ ビア思想 史 回教神 学 と回教哲学 』博文館(興 亜全書)、1941年
(2)『 イスラーム思想 史』岩 波書店 、1975年 、((1)の 増補改訂版)、(中 公文庫 、1991年)
(3)『 イスラーム哲 学の原像 』岩波 書店(岩 波新 書119)、1980年
(4)『 イスラーム文化 その根柢 にあ るもの』岩 波書店、1981年(岩 波文庫、1991年)
5.比 較宗教哲学
(1)『 神秘哲学(ギ リシャの部)』 光の書房 、1949年
(2)『 意識 と本質 精神 的東洋 を索めて』岩 波書店、1983年(岩 波文庫、1991年)




II.井 筒俊 彦 のイ ス ラーム思 想史 叙述 の特性
井筒のイスラーム叙述のどこに重点がおかれていたのか。これをみるには、広く流布 し
た思想史概説 『イスラーム思想史』を紐解 くのがよい。4部 からなる 『イスラーム思想史』
の構成は目次によれば以下のようになっている。
第1部 「イ スラー ム神学Kalam」
第2部 「イ スラー ム神秘主義(ス ー フィズム)Tasawwuf」






対象から除外 されるのは、宗教テキス トの解釈の体系、すなわち神の啓示による法(シ ャ





い る。 「法学はイスラーム学の中でも最も複雑多岐な科 目であって到底僅かの頁にそのあ





ここではイブン ・ルシュ ド(ア ヴェロエス)の 合理主義哲学と、超越的存在の直接体験を







反対側の袋にのなかには世に有名なアリス トテ レスの 『形而上学』の膨大な註釈をは
じめとするアヴェロイスの著書がひ と揃い全部入っていたといわれます。左右の均衡
をこのようにしてとりながらロバがやってきます。それをイブン ・アラビーは二人の
親 しい友たちといっ しょに眺めてお りました。これもまた運命的な匂いのする光景で

























しかし神の啓示(そ れはアラビア語ではすなわち法を意味する)し た律法を解釈 していく
営為を形骸化への動きとして否定的にとらえる見方は、多くのイスラーム教徒の側からは




















皿.井 筒 の精 神 的原風 景
井筒が 「私自身の 「東洋」意識」と自覚する、思想史叙述の軸を自らのうちに形成 し発
見してい く過程ではさまざまな要素が介在 していたであろう。ここではその一つ として、
しかし出発点において決定的な意味を持ったとみ られる要素 として、井筒の育った家庭環






















の背後に汝 自身の生ける 『心』を見よ」 と命 じ、なお一歩を進めると、「汝の心をも








この体得 されるべ き直接体験は、言語 によって再現 された り分析 され うるものではなく、














ともあ りえた人生であったかもしれない。 しかし井筒は思想家 としての道を歩んだ。その
転機 となったのは、ギリシア哲学との出会い、正確 にいえば、合理主義の展開として論 じ
られがちなギ リシア哲学の中に、神秘主義的な直感の作用するところを見出 したときで
あった。
だが、後 日、西欧の神 秘家達は私 にこれ とまった く反対 の事実 を教 えた。そ して特 に
ギ リシアの哲人達が、彼 らの哲学 の底 に、彼 らの哲学的思惟 の根源 と して、ま さ しく
vitacontemplativaの 脱 自的体験 を予想 してい る ことを知 った とき、私 の驚 き と感激


















による神秘的な直接体験と重ね合わせて理解 されたことは想像に難 くない。そ して井筒は、
ソクラテス以前のギ リシア哲学者がこの体験を言語化 しよ うとしたことに着 目す る。 「彼
らの哲学はこの根源体験をロゴス的に把握 し、ロゴス化 しようとする西欧精神史上最初の
試みであった」。13「『はじめに思想があった』のではなくて、『はじめに直観があった』の
である」。 自然神秘主義の超越的主体に端を発す る、超越的 「一者」をめぐる絶えざる思













アリス トテ レスす らもが神秘主義的底流を蔵していると主張する井筒は、プロティノス
にギリシア哲学の展開の大団円を見出す。
ア リス トテ レスを越えてプラ トンへ もしプロティノスの立場の歴史的意義を一言
で表明 しようとす るならば、我々はおそ らくこういう標語をもってするほかはない
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で あろ う。 ア リス トテ レスに よって定立 された 「思惟 の思惟」 を超 え、「思惟の思惟 」
の彼方 に、プ ロテ ィノスは 「一者 」を措いた。 しか しそ の 「一者 」即 「善者 」 とは、
かのプ ラ トン的 「善のイデア」を一段 と深遠な相 に於いて捉 えた ものにほかな らな かっ
たので ある。16
プロティノスによって淵源 とす るネオ ・プラ トニズムは、哲学 と神秘主義の潮流の双方
においてイスラーム思想史に大きな影響を与えた。17プロティノスのさらにその先を求め
て井筒はイスラーム思想史に分け入ったといえよう。
むす び に:井 筒思 想 と日本 のイ ス ラー ム認識
井筒のイスラーム思想史叙述は、ネオ ・プラ トニズムの流れを吸収 し、神秘主義と合理
主義の強い緊張の下で、神秘主義の優位 のもとに展開していくイスラーム世界の独自の宗
教哲学の系譜に専ら重点をおいた。 このことは、井筒が 「私 自身の 『東洋』意識にもとつ
いた、結局私だけの」思想史を明確に標榜 している以上、責められるべきことではない。





















井 筒 俊 彦 のイ ス ラー ム思 想 史 叙 述
6『 井 筒俊 彦著 作集5イ ス ラー ム哲 学 』 中央 公 論 社 、1992年 、336頁
7『 井 筒俊 彦 著 作集1神 秘 哲 学 』 中央 公 論 社 、1991年 、198頁
8同 、 同 頁
9同 、198-199頁
10同 、199頁






17『 井 筒 俊 彦 著 作 集5イ ス ラ ー ム 哲 学 』1992年 、354-355頁
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